
■ 第10回 通常総代会
　 　　全９議案可決・承認

■ 役員の改選を行いました

徳徳
島島
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表紙の

農業人

西
に し

田
だ

　賢
け ん

　二
じ

さん   （44歳）

　　　仁
み

奈
な

代
よ

さん   （34歳）

　　　ゆ　ずちゃん （5歳）

　　　む　ぎちゃん （3歳）
安心のネットワーク

徳島県農業共済組合



第
１
号
議
案

令
和
４
年
度
業
務
報
告
書（
事
業
報
告
書
、

財
産
目
録
、
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
計
算
書
及
び
剰
余

金
処
分
案
並
び
に
不
足
金
処
理
案
）
に
関

す
る
事
項

第
２
号
議
案

令
和
５
年
度
事
業
計
画
の
設
定
に
関
す
る

事
項

第
３
号
議
案

令
和
５
年
度
事
務
費
賦
課
額
、
賦
課
方
法

及
び
徴
収
方
法
に
関
す
る
事
項

第
４
号
議
案

役
員
、
顧
問
の
報
酬
並
び
に
損
害
評
価
会

委
員
、
損
害
評
価
員
及
び
共
済
部
長
の
報

酬
支
給
に
関
す
る
事
項

第
５
号
議
案

借
入
金
（
一
時
借
入
金
を
除
く
）
の
方
法
、

利
率
及
び
償
還
方
法
に
関
す
る
事
項

第
６
号
議
案

取
引
金
融
機
関
の
指
定
に
関
す
る
事
項

第
７
号
議
案

令
和
５
年
度
特
別
積
立
金
取
崩
し
に
関
す

る
事
項

第
８
号
議
案

役
員
の
選
任
に
関
す
る
事
項

第
９
号
議
案

徳
島
県
農
業
共
済
組
合
事
業
規
程
の
一
部

変
更
に
関
す
る
事
項

附
帯
決
議

軽
微
な
修
正
事
項
の
組
合
長
一
任

可
決
承
認
さ
れ
た
議
案

第
10
回 

通
常
総
代
会 

開
催

　

令
和
５
年
６
月
19
日
、
第
10
回
通
常
総

代
会
が
徳
島
県
農
業
共
済
組
合
本
所
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

安
藝
組
合
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
来

賓
の
中
国
四
国
農
政
局
徳
島
県
拠
点
地
方

参
事
官
清
水
邦
敏
氏
、
徳
島
県
農
林
水
産

全
９
議
案
が
可
決
承
認

部
長
佐
々
木
季
裕
氏
に
祝
辞
を
い
た
だ
い

た
後
、議
長
に
金
山
重
治
総
代
（
阿
波
市
）

が
選
出
さ
れ
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
業
務
報
告
な
ど
全
９
議
案

を
上
程
し
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
す
べ
て

原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

事業名 項　目 令和４年度実績 令和５年度計画

農作物共済
（水稲・麦）

引 受 面 積 525,777 a 521,012 a
共 済 金 額 4,049,773 千円 3,929,252 千円
支払共済金 13,465 千円 − 千円

家畜共済
（死亡廃用・疾病傷害）

引 受 頭 数 33,649 頭 33,219 頭
共 済 金 額 5,476,534 千円 5,612,769 千円
支払共済金 138,009 千円 − 千円

果樹共済
（うんしゅうみかん・
なし・うめ・ゆず）

引 受 面 積 8,538 a 8,799 a
共 済 金 額 288,142 千円 296,343 千円
支払共済金 3,194 千円 − 千円

畑作物共済
（大豆）

引 受 面 積 166 a 166 a
共 済 金 額 527 千円 527 千円
支払共済金 0 千円 − 千円

園芸施設共済
引 受 棟 数 2,669 棟 3,028 棟
共 済 金 額 5,508,606 千円 5,627,910 千円
支払共済金 27,188 千円 − 千円

建物共済
引 受 棟 数 27,913 棟 27,476 棟
共 済 金 額 265,261,240 千円 264,274,640 千円
支払共済金 59,236 千円 − 千円

農機具共済
引 受 台 数 1,698 台 1,783 台
共 済 金 額 3,636,730 千円 3,717,350 千円
支払共済金 12,802 千円 − 千円

収入保険 加 入 件 数 757経営体 920経営体

令和４年度事業実績／令和５年度事業計画
議長を務めた金

かな
山
やま

　重
しげ

治
はる

 総代

総代総数　82 名
本人出席　36 名
代理出席　 0 名
書面出席　38 名
出席総数　74 名
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第
10
回
通
常
総
代
会
に
お
い
て
、
新
役
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
組
合

長
に
安
藝
通
彦
理
事
、
副
組
合
長
に
児
島
等
理
事
、
職
務
代
理
者
に
磯
田

尚
文
理
事
、
代
表
監
事
に
は
仁
木
崇
監
事
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
任
期
は
、
令
和
５
年
７
月
１
日
～
令
和
８
年
６
月
30
日
の
３
年
間
で
す
。

理事
田幡　　裕
（名西郡）

副組合長理事
児島　　等
（徳島市）

職務代理者
磯田　尚文
（阿南市）

理事
平尾　俊之
（三好市）

理事
𠮷田　敏美
（那賀郡）

理事
上管　　暁
（板野郡）

監事
前川　裕之
（阿南市）

理事
稼勢　信男
（勝浦郡）

理事
逢坂　利人
（美馬市）

代表監事
仁木　　崇
（美馬市）

理事
鈴江　邦人
（阿波市）

監事
松内　孝史
（鳴門市）

新
役

紹
員

介

　

役
員
改
選
に
伴
い
、
引
き

続
き
組
合
長
理
事
を
務
め
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
組
合

員
の
皆
様
に
は
、
変
わ
ら
ぬ

ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
２
年
か
ら
の
１
期
目

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
蔓
延
か
ら
経
済
活
動
が
停

滞
し
、
農
産
物
価
格
が
低
迷

す
る
と
と
も
に
、
共
済
部
長

会
や
損
害
評
価
員
会
の
開
催

も
や
む
な
く
中
止
せ
ざ
る
を

得
な
い
な
ど
、
組
合
員
の
皆

様
や
組
合
の
事
業
推
進
に
お

い
て
も
厳
し
い
期
間
と
な
り

ま
し
た
。
加
え
て
、
ロ
シ
ア

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
と
円
安

は
、
生
産
資
材
の
高
騰
を
招

き
、
農
業
経
営
に
大
き
な
影

を
落
と
し
て
い
ま
す

　

こ
う
し
た
中
、組
合
で
は
、

組
合
員
皆
様
の
経
営
安
定
に

つ
な
げ
る
た
め
、
水
稲
や
果

樹
・
園
芸
施
設
な
ど
の
制
度

共
済
に
加
え
、
災
害
や
価
格

低
迷
、
病
気
な
ど
様
々
な
リ

ス
ク
に
対
し
収
入
を
補
償
す

る
収
入
保
険
の
加
入
推
進
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
組
合
員
皆
様

か
ら
信
頼
さ
れ
る
組
織
づ
く

り
を
行
い
、
農
業
保
険
の
推

進
に
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

組
合
長
あ
い
さ
つ組合長理事

安藝　通彦

新
体
制
で
ス
タ
ー
ト

　

損
害
評
価
会
委
員
は
、
災
害
発
生
に
係
る
損
害
防

止
や
損
害
割
合
の
認
定
に
つ
い
て
調
査
審
議
し
、
損

害
評
価
の
適
正
化
を
行
う
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

任
期
は
、
令
和
５
年
４
月
１
日
～
令
和
８
年
３
月

31
日
の
３
年
間
で
す
。

損
害
評
価
会
委
員
紹
介

◎
部
会
長

損
害
評
価
会
長

　

福
永　

勝
之

職
務
代
理
者

　

平
木　

博
文

農
作
物

麻
植　

孝
義

桟
敷　

高
明

佐
原　

昭
二

柴
田　

忠
行

島
本　

昌
人

武
市　

啓
志

中
木　

充
佳

原　
　

寛
治

原
田　

直
夫

平
木　

博
文

◎
福
永　

勝
之

前
川　

繁
樹

畑
作
物

桟
敷　

高
明

佐
原　

昭
二

◎
武
市　

啓
志

原
田　

直
夫

平
木　

博
文

果
樹

ゆ
ず

◎
安
宅　

秀
樹

井
岡　

明
徳

大
川　
　

亮

西
岡　

稔
高

藤
田　

千
秋

な
し

◎
安
宅　

秀
樹

大
川　
　

亮

黒
田　

一
夫

濱
田　

宏
昭

矢
野　

満
夫

う
め粟

飯
原
充
志

◎
安
宅　

秀
樹

天
野　

宣
正

大
川　
　

亮

み
か
ん

安
宅　

秀
樹

市
原　

善
文

大
川　
　

亮

大
久
保　

巌

岡　
　

佳
一

◎
細
谷　

善
信

家
畜窪　

　

裕
司

多
田　

利
光

◎
都
築　

謙
治

古
田　

真
也

園
芸
施
設

竹
本　

真
仁

新
居　

宏
延

◎
三
木　

敏
史

片
山　

昌
樹

任
意長　

　
　

昭

片
岡　

靖
雄

◎
三
木　

康
浩

片
山　

昌
樹
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農
業
共
済
組
合
功
績
者
表
彰
伝
達
式

　

日
頃
よ
り
農
業
保
険
事
業
の
運
営
と
組
合
の
発
展
に
ご
尽
力
い

た
だ
い
た
方
々
へ
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。
表
彰
さ
れ
ま
し
た
皆
様

に
は
、
心
よ
り
祝
意
と
謝
意
を
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
４
年
度　
被
表
彰
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

左から　安藝組合長、山本喜代治前監事、村崎明汎さん、石井喜代幸さん、吉井前副組合長

■
全
国
農
業
共
済
協
会
長
表
彰

農
業
共
済
功
績
者
表
彰

小
林　
　

陽
（
阿
南
市
）

岡
崎　

昌
史
（
名
西
郡
）

秋
山　

一
雄
（
美
馬
市
）

東
埜　

正
一
（
美
馬
市
）

島
田　

吉
康
（
三
好
市
）

福
島　
　

晃
（
三
好
市
）

山
本
喜
代
治
（
徳
島
市
）

吉
井　
　

武
（
三
好
郡
）

永
年
勤
続
N
O
S
A
I

基
礎
組
織
関
係
者
表
彰	

野
村　

能
生
（
阿
南
市
）

橋
本　

莞
爾
（
名
東
郡
）

藤
見　

幸
子
（
美
馬
市
）

金
谷　

和
夫
（
美
馬
市
）

高
田　

富
貴
（
三
好
郡
）

■
徳
島
県
農
業
共
済
組
合
長
表
彰

特
別
功
労
者
表
彰	

笠
井　

和
典
（
小
松
島
市
）

金
川　

洋
幸
（
小
松
島
市
）

森　
　

仁
人
（
小
松
島
市
）

仁
田　

宗
男
（
勝
浦
郡
）

相
木　
　

稔
（
徳
島
市
）

石
井
喜
代
幸
（
徳
島
市
）

三
好　

和
人
（
美
馬
郡
）

一
般
功
労
者
表
彰	

須
浜　

靖
次
（
海
部
郡
）

歌　
　

泰
一
（
海
部
郡
）

田
村　
　

稔
（
海
部
郡
）

惣
田　

清
弘
（
海
部
郡
）

平
川　
　

誠
（
那
賀
郡
）

島　
　

優
徳
（
阿
南
市
）

村
崎　

明
汎
（
阿
南
市
）

美
馬　

信
二
（
阿
南
市
）

吉
岡　

祥
雄
（
阿
南
市
）

大
久
保　

巌
（
勝
浦
郡
）

森
内
恵
美
子
（
勝
浦
郡
）

蔭
井　

節
子
（
勝
浦
郡
）

鈴
江　

倶
邑
（
徳
島
市
）

林　
　

眞
博
（
徳
島
市
）

清
水　

博
文
（
徳
島
市
）

山
下　

健
二
（
徳
島
市
）

中
村　

春
夫
（
徳
島
市
）

川
添　
　

治
（
徳
島
市
）

里　
　

俊
男
（
徳
島
市
）

高
松　

義
則
（
徳
島
市
）

黒
上　

治
義
（
板
野
郡
）

森
江　

博
文
（
板
野
郡
）

田
村　

文
雄
（
板
野
郡
）

鈴
江　

邦
人
（
阿
波
市
）

高
田
昭
二
郎
（
阿
波
市
）

香
川　
　

勝
（
美
馬
市
）

杉
山　
　

武
（
美
馬
市
）

佐
藤　

武
男
（
美
馬
市
）

吉
岡　

幾
夫
（
三
好
市
）

山
下　

憲
二
（
三
好
市
）

山
下　

昭
義
（
三
好
市
）

森
本　

孝
志
（
三
好
市
）

松
江　

圭
五
（
三
好
郡
）

優
良
推
進
員
表
彰	

古
西　

義
敏
（
那
賀
郡
）

原　
　

敏
文
（
那
賀
郡
）

有
米　

真
次
（
徳
島
市
）

盛　
　

生
二
（
徳
島
市
）

三
浦　

啓
作
（
徳
島
市
）

前
山　

和
正
（
阿
波
市
）

川
村　

美
幸
（
吉
野
川
市
）

松
原　
　

勲
（
吉
野
川
市
）

鴨
平　

道
明
（
美
馬
市
）

宮
前　

手
伸
（
美
馬
市
）

浦　
　

秀
樹
（
美
馬
郡
）

高
垣　

始
市
（
三
好
市
）

蔵
敷　

幸
美
（
三
好
市
）

大
谷　

一
行
（
三
好
郡
）

特
別
功
績
者
表
彰	

井
内　
　

潔
（
名
西
郡
）
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水害・風害

火　災

物体の落下及び飛来

落　雷

衝突・接触

墜落・転覆

農機具共済

建物共済

　コンバインやトラクターなど農機具のための車両保険です。農機具 1 台ごとの加入となり、新調達価額
を上限に 5 万円から 1,000 万円までの範囲内で補償金額を選択して加入できます。

　対象となる事故は下記の一覧のほかにも、異物の巻き込みによる破損や盗難にも対応した幅広い補償と
なっています。

　地震等担保特約を付帯すると、地
震・津波による災害も加入共済金額
の５割を上限に補償できます。

万一の時の安心をみんなで支え合う

しっかり補償、安心の暮らしをサポートする

掛金は共済金額 100 万円あたり
年間4,470円。

地震等担保特約付きで
年間5,542円。

ご加入の建物共済に、特約をおすすめします。
臨時費用担保特約は、
　損害共済金に加算して臨時費用共済金（1 棟 250 万円が限度）や死亡・後遺障害費用共済金
（1 人 200 万円が限度）をお支払いできます。
　付帯した場合の掛金は、選択割合に乗じて基本掛金に加算となります。

小損害実損てん補特約は、
　30 万円以内の小損害事故を受けた場合に、損害額をそのままお支払いできます。
　付帯した場合の掛金は、基本掛金に火災共済 1,000 円、総合共済 3,770 円を加算となります。

　豪雨や台風などの災害の後は、本来必要ないのに「○〇が壊れているから工事が必要」「保
険金請求を代行しますので、おりた保険金で修理しましょう」「今回の災害で壊れたことに
すれば、、、」などと契約を迫る業者とのトラブルが全国で多発しています。
　当組合では、経年劣化などの共済事故以外の損害については共済金をお支払いすることが
できません。このようなトラブルを未然に防止するためにも、もし共済事故が発生した場合
には直ちに NOSAI までご連絡ください。

災害に便乗した悪質商法にご注意ください！加
入
者
の
皆
さ
ま
へ
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地域インデックス方式及び半相殺方式

被害申告の手順と注意点については、
今までと変わりません。

　令和 4 年産より被害申告時の提出書類は、「損害評価野帳」から「損害通知書」に様式が変更となりました。
　損害通知書は、損害評価員さんまたは、お近くの NOSAI 事務所、JA 等の共済連絡箱にて配布しており
ます。※過去の損害評価野帳を使用しないようご注意ください。

〇損害通知書の記入例 

評　価　員　記　入　欄

評 価 員 名
（押印または署名）

評 価 日 月　　　　　日

被 害 程 度
又は被害割合

軽　・　中　・　甚　・　皆無
（　　　　割程度）

災 害 の 種 類 風水・ 干 ・ 病 ・ 虫 ・ 獣 ・ 鳥
（　　　　　　　　）害

肥 培 管 理 良　・　中　・　否

備 考

地 区 名 徳島一区

耕 作 者
氏 名 共済　太郎

耕 地 の
地名地番 徳島市山城西２丁目 74

作付面積 　　20　　　a

災 害 名 台風

品 種 コシヒカリ

農　家　記　入　欄
地 区 名 徳島一区

耕 作 者 氏 名 共済　太郎

耕地の地名地番 徳島市山城西２丁目 74

作 付 面 積 　　20　　　a
被 害 程 度
又は被害割合

軽　・　中　・　甚　・　皆無
（　　３　割程度）

災 害 名 台風
災害発生月日 ８ 月　30　日 月　　　日
品 種 ／ 用 途 コシヒカリ 主食用・飼料用・米粉用
刈 取 予 定 日 ９　月　15　日 ※実測調査をする場合がありますので、被害耕地のよく見

える所に立て、刈取り後もしばらくの間立てておいてくだ
さい。

取扱注意　⑴　農家記入欄に記入して切取線から切り取って、被害田に立て札を立てたうえで、野帳は評価員さん、または組合まで提出してください。
　　　　　⑵　「被害程度又は被害割合」は自己申告です。被害程度に丸印、または割合を記入してください。「災害名」は具体的に記入お願いします。（例：冠水、倒伏、イノシシなど）

損害評価員さんまたは NOSAI 事務所へ提出 立札用

組合記入欄
組 合 員 番 号
耕地／分筆番号

一つの圃場で全損の被害が発生した場合
に、その圃場の基準収穫量＝減収量とみな
して最大７割分の共済金を支払う特例で
す。全ての加入方式に付加されています。

一つの圃場で基準収穫量の半分以下の収穫量
と判断された場合に、その圃場に対して、一
律５割の被害があったとみなして最大２割分
の共済金を支払う特約です。

一筆全損特例 一筆半損特約

損害通知書 被害表示の立札
（インデックス方式　半相殺方式　全相殺方式）

切

取

線

プラス

農家ご自身でおおよその被害程度を
記入いただくようになりました。

栽培している米の用途（主食用、飼
料用など）を記入してください。

水稲共済 ご加入の皆様へ

被害申告は損害通知書の提出を
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損害防止事業について
　損害防止機械貸出事業終了に伴い、農業機械の有償譲渡に多数の応募いただきありがとうございました。
応募総数　4,915 件の中から厳正な抽選を行い、当選者に譲渡いたしました。
　下記の損害防止事業は今後も継続しますので、ご検討ください。

　農業保険加入者が組織する防除団体等が実施する集団的な地域一斉防除に係る費用の一部を助成します。
例：ドローン・ヘリ等での航空散布、地上散布等

　農業保険加入者が、農作物の鳥獣による被害を未然に防止するため、新たに防護施設並びに器具等を設置
した場合にそれらに要した経費の一部を助成します。
例：防護ネット、電気柵等

○水稲共済損害防止費助成金

○有害鳥獣対策施設設置支援事業助成金

　収入保険は、全ての農産物を対象とした、自然災
害や病虫害、価格低下、病気やケガなど農業者の経
営努力では避けられない収入減少を補てんします。
令和４年度は収入保険加入者613件のうち、264件
の方に総額７億２,171万円の保険金等をお支払い
しました。

３人に１人が保険金等を受け取りました

　農家の方からのご意見により、より多くの方が収入保険に加入できるよう、
・加入申請年１年分の青色申告（簡易な方式を含む）実績での加入
・積立金の負担軽減を求めるニーズに応じ、保険方式のみで90％まで補償するタイプの追加等
制度のさらなる充実を検討しています。

制度のさらなる充実を検討しています

　収入保険は、青色申告をしている方が対象となります。
　現在白色申告であっても青色申告に移行する際の記帳サポートをしていますので、ご興味のある方は、最
寄りの本支所等へお問い合わせください。

令和６年補償随時受付中

・自然災害などにより、収入が減少しそうな場合（ケガ・病気が要因の場合は診断書をご用意いただきます）
・当初の営農計画に変更がある場合
・経営委譲や法人化する場合
以上の事由が発生した場合・その他ご相談等NOSAIへご連絡ください。

収入保険ご加入の皆様へ

病虫害
12.3％

価格低下
57.5％

野菜
57.5％米

20.9％

自然災害
23.9％

果実
15.7％

花き
6.0％

病気やけが
2.5％

その他　3.5％

鳥獣害　0.3％いも類　1.8％

その他　3.3％

品目別（左）、要因別（右）の被害割合（令和５年５月末時点）

収 保入 険
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　近年では、台風が強い勢力を保ったまま上陸し、観測史上１位となる最大瞬間風速や降水量などが各地
で記録され、大きな被害がでています。

　家畜共済制度では、牛の個体識別情報（トレサ）を利用して異動
の確認をしています。
　農場の飼養状況や牛の個体情報は、牛のトレサにより確認し、飼
養状況が確認できない場合は共済金の支払いができない場合があり
ます。
　届出の際には、異動日などに誤りがないか今一度ご確認ください。

導入や出生により頭数が増え
たときだけでなく、譲渡や死
亡が発生した場合にも速やか
に届出をお願いします。

園芸施設共済

家畜共済

　農林水産省では、「自然災害等のリスクに備えるためのチェック
リスト」と「農業版ＢＣＰ（事業継続計画書）を作成しました。農
林水産省ホームページからもダウンロード可能です。自然災害等リ
スクに対して、事前に被害を想定することで、把握・予防・対策し
ておくべき事項についてチェックできます。
　チェック項目には、農業保険の加入の有無も含まれます。自ら災
害に備える意識を高めるとともに農業保険に加入しましょう。

本県の支払状況は、8 割が風水害によるもので、
そのうち台風による被害が大部分！

令和 4 年度被害別共済金支払額（円）

台風前の簡易チェックリスト

台風シーズンが近づいています。ハウスの点検、整備を行い、台風に備えましょう。

牛の個体識別情報（トレサ）への
届出をしましょう

台風への備えは万全ですか？

１ 最新の気象情報を確認しましたか？ □
２ ハウス周辺を片付けましたか？ □
３ ハウス本体に腐食やサビはありませんか？ □
４ 換気部等の風の吹き込み口となる箇所は塞がっていますか？　□
５ 出入り口の補強や戸締りはしましたか？ □
６ 被覆材にたるみや破れはありませんか？ □
７ 被覆材の押さえ材に緩みはありませんか？ □

農業版ＢＣＰでチェック　〜農業保険の補償内容を理解するとともに加入していますか〜

自然災害等のリスク
に対する備え！
農業版ＢＣＰはこち
らから！

農業に役立つ情報が
直接届く！

「MAFF アプリ」の
ダウンロードはこち
らから！

その届出、ちゃんと登録
できたかな？確認しよう！

風水害
24,107,994

病虫害
2,906,125

その他
173,690

風水害のうち、
台風被害

21,677,761 円

（総額　27,187,809 円）　

事前に台風対策を
確認しましょう
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チ
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勇
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新
米
、
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ゴ
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家
！

がんばっとんじょで各県 地内島徳

阿
南
市
見
能
林
地
区

鳴
門
市
大
麻
町
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材料（３人分）
オクラ………………10 本
塩……………… ３つまみ
すりごま……… 大さじ１
マヨネーズ…… 大さじ３
しょう油……… 小さじ１

1　しょう油、酒、みりん、砂糖を混ぜ合わせる。
2　ナスは乱切りに切って、３分くらい水に浸けてあく抜き

をする。 
3　オクラはガクのぎりぎり下部分から切り落とす。
4　まな板の上に塩を振り、濡らしたオクラ数本まとめて

板ずりをして表面のうぶ毛を取り２㎝幅に切る。
5　ビニール袋に片栗粉と水分をよく切ったナスを入れて

振り、片栗粉を薄くまとわせる。
6　油をひいて温めたフライパンにナスを入れ、中火で炒

める。ナスに焼き目がついてきたら、オクラを入れて
一緒に炒める。

7　仕上げにかつお節を入れてさっとひと混ぜし、器に盛
り付ける。

8　お好みで小口切りにしたネギを散らして出来上がり。

1　オクラはガクのぎりぎり下部分から切り落とす。
　　（下を切りすぎると、茹でたときに水っぽくなるの

で注意！）
2　まな板の上に塩を振り、濡らしたオクラ数本まとめてい

たずりして表面のうぶ毛を取る。
3　塩がついたまま、沸騰したお湯に入れて２分くらい茹

でてザルに上げて冷ます。
4　オクラを１㎝幅に切り、すりごま、マヨネーズ、しょ

う油と混ぜ合わせる。
5　器に盛り付けて出来上がり。

オクラのマヨネーズ和え

　表面のうぶ毛は新鮮な証。購入するときは、緑色が濃く鮮やかで表面がうぶ毛でびっしり覆われているものを選びましょう。
　オクラとナスの甘辛炒めは、ご飯にもお酒のアテにもぴったりです。豚肉を入れると、ビタミンＢが摂取できるので夏バ
テ対策にも効果的です。
　オクラのマヨネーズ和えは、オクラ特有のネバネバとシャキシャキの食感が美味しい１品です。梅や明太子を加えて、お
好みのアレンジで召し上がってみてください。夏野菜を食べて、暑い夏を乗り越えましょう！
お料理教室 COOK-cielbleu　武田 桃枝さん　　http://cook-cielbleu.blog.jp/

作り方作り方

オクラとナスの甘辛炒め
材料（３人分）

ナス………………… ２本
オクラ………………10 本
塩……………… ３つまみ
片栗粉………… 大さじ２
しょう油……… 大さじ２
酒……………… 大さじ２
みりん………… 大さじ２

砂糖…………… 大さじ１
油……… 大さじ３くらい
かつお節…………… ２ｇ
ネギ…………… お好みで

　６月から９月が旬のオクラは緑黄色野菜のひとつで、ネバネバの元
となる成分の食物繊維には、整腸作用や血中コレステロールを下げる
作用があるといわれています。また、免疫力を高めるβ - カロテンや高
血圧予防に効果があるといわれているミネラルも多く含んでいます。
　今回は旬のオクラを使ったレシピを２品ご紹介します。

オクラ

今回の食材

Cook-NOSAI

おう
ちでおいしく
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ヒントを参考に、①から⑤に言葉を当てはめてください。Ａ～Ｅを並び替えると答えになります。

Ａ～Ｅを並び替えて５文字の言葉にしてください。

①本紙６頁をご覧ください。水稲の被害が発生した
場合は、○○○○通知書を提出してください。

②本紙 7 頁をご覧ください。白色申告から青色申
告へ移行を検討されている方は、お気軽にご相談
ください。必要書類の作成や収入の仕訳方法など、
〇〇〇〇サポートをいたします。

③本紙８頁をご覧ください。ハウスの点検、整備を
行い、○○○○に備えましょう。

④本紙 10 頁をご覧ください。今回の食材のオクラ
には○○○○○○○○が豊富に含まれているので
生活習慣病予防に役立つといわれています。

⑤熱帯アメリカ原産の松ぼっくりのような特徴的な
形をしたフルーツです。日本では、沖縄県でよく
栽培されています。台湾では、鳳梨と表記されます。

① A
② B
③ C
④ D
⑤ E

応 募 方 法

　吉野川市美郷にある「moku moku note Bakery&Cafe」では、低温
長時間発酵させた自家製レーズン酵母を使用したハード系パンを提供して
います。
　乳製品や卵、油脂を使わずに作られたパンは、トーストすれば外はパリッ
と中はもっちりとした食感で、どんな食材とも相性抜群です。
　本紙の表紙でも登場してくれた「米笑」が栽培する小麦「ニシノカオリ」
の全粒粉やライ麦をふんだんに使用した、贅沢な麦香る「薪窯パン詰め合
わせ」を是非ご賞味ください。

※実際の商品は写真と異なる場合が
　あります。ご了承ください。

【お問合せ先】
moku moku note Bakery&Cafe

（モクモクノートベーカリーアンドカフェ）
徳島県吉野川市美郷大野 97　tel：090−5452−0402
mail：mokumokunote2020@gmail.com

【購入場所】
マルシェ等に出品中。
詳しくは「モクモクノート」で検索。

ハガキに問題の答え、住所、氏名、年齢、電話番号、
ご意見・ご感想をご記入の上、お送りください。

※当選者の発表は、商品の発送をもって代えさせていただきます。
※いただいたご意見・ご感想等は氏名を省略し、本紙に掲載させてい

ただく場合がございます。

令和５年９月29日（金） 必着

答え

○答え
○氏名（年齢）
○住所
○電話番号
○ご意見・ご感想

徳島市山城西

二丁目74番地

NOSAI徳島

広報係 行

７ 0 5７ 08 4
63円切手を
お貼り
ください

moku moku note Bakery&Cafe の
薪窯パン詰め合わせをプレゼントします。

ヒント

クイズに答えて、プレゼントを当てよう！

クイズに正解された方の中から抽選で ６名様にプレゼント！

　夫より一足早くUターンし、水
稲栽培１年目です。総監督の母は
大谷翔平選手にも勝る数刀流で、
鎌も鍬も草刈機も巧に操れる私の
師匠です。　　　　　（50代女性）

　表紙のご家族の笑顔に癒されました。子
どもたちの持っている、様々な野菜は新鮮
でおいしそう！大切に育てられているのが、
すごく伝わってきました。　　　（60代男性）

　がんばっとんじょの笑顔が素敵でした。人の笑顔
はとても励みになります。まだ若い人に負けられな
いという気持ちにさせていただいています。みなさ
ん頑張ってね。　　　　　　　　　　　（70代女性）

　猫の額ほどの野菜を作るのに
も難しく感じているのに農業を
生業としている方には、本当に
頭が下がります。　（70代女性）

　いつも２問は難しい。でも
家族と考え合わせることで、
コミュニケーションが図れて
良いと思います。（80代男性）

　クリームスープパスタ作り
ました。苦手だったグリーン
ピースですが、美味しくいた
だけました。　　（60代女性）

クイズと一緒に
寄せられた

ご意見・ご感想を
紹介します。

たくさんのご応募
ありがとう

ございました！
LINE 公式アカウント→

前回の答えは
「ピクニック」
　　　　  でした。
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麦
畑
で
と
び
き
り
の
笑
顔
を
み

せ
る
西
田
さ
ん
家
族
。
就
農
し
て

14
年
目
、
米
笑
の
屋
号
で
「
自
然

に
優
し
い
」
を
心
が
け
農
業
を
営

ん
で
い
る
。
就
農
当
時
は
ピ
ー
マ

ン
や
キ
ュ
ウ
リ
な
ど
の
露
地
野
菜

を
栽
培
し
て
い
た
が
、
４
年
前
か

ら
水
稲
・
麦
栽
培
へ
と
シ
フ
ト

チ
ェ
ン
ジ
し
、
現
在
水
稲
８
㌶
と

麦
30
㌃
を
栽
培
し
て
い
る
。「
山

間
部
に
あ
る
自
宅
周
辺
で
の
営
農

は
、
獣
害
と
常
に
隣
り
合
わ
せ
で

収
量
も
安
定
し
な
か
っ
た
。
リ
ス

ク
を
さ
け
る
事
と
安
定
し
て
収
穫

で
き
る
作
物
を
と
考
え
、
米
と
麦

へ
移
行
し
ま
し
た
」
と
当
時
の
苦

労
を
語
る
。

　
「
日
本
酒
が
大
好
き
な
ん
で
す
」

と
笑
顔
で
語
る
西
田
さ
ん
。
酒
米

を
作
り
た
か
っ
た
と
い
う
の
も
米

栽
培
を
始
め
た
理
由
の
ひ
と
つ
だ

そ
う
。「
今
も
一
部
酒
米
を
植
え

て
い
ま
す
が
、
将
来
的
に
は
お
米

の
大
半
を
酒
米
に
し
て
、
お
酒
作

り
に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
の
が

一
番
の
目
標
で
す
」
と
展
望
を

語
る
。
ま
た
、
今
年
収
穫
さ
れ

る
ラ
イ
麦
や
古
代
麦
は
吉
野
川

市
美
郷
の
「m

oku m
oku note 

Bakery&
Cafe

」
へ
提
供
し
、

素
材
や
製
法
に
こ
だ
わ
っ
た
薪
窯

パ
ン
に
生
ま
れ
変
わ
る
そ
う
だ
。

職務職種  一般職員（農業保険法に基づく事務）　 採用予定人員  若干名　 採用予定日  令和６年４月１日
応募資格  ①高等学校卒業以上の学歴を有する人

　　　　　 ②昭和63年４月２日から平成18年４月１日までに生まれた人
　　　　　 ③普通自動車運転免許を有する者（AT 限定可）、または採用までに取得見込みの人
　　　　　 ④パソコンの基本操作（ワード、エクセル等）ができる人

必要書類  ※受験申込書、※履歴書、最終学歴の卒業（見込）証明書
　　　　　 ※組合ホームページ掲載の指定様式による（組合各事務所でも配布）

応募方法  必要書類を徳島県農業共済組合本所まで受付期間内に郵送してください
受付期間  令和５年８月15日㈫～令和５年９月29日㈮ 必着
試験会場  徳島県農業共済組合　本所
選考方法  一次選考：令和５年10月22日㈰　午前９時00分～

　　　　　 試験内容：教養試験、適性検査、作文
　　　　　 二次選考：令和５年11月22日㈬　午前10時00分～
　　　　　 試験内容：面接試験

合格発表  令和５年11月24日㈮　正午
　　　　　 組合ホームページで発表及び２次試験受験者へ文書で通知

令和６年度採用の職員を募集します

徳島市山城西二丁目74番地 TEL 088−622−7731／FAX 088−622−4315
阿南市桑野町中野120番地１ TEL 0884−21−1050／FAX 0884−21−1055
美馬市脇町大字猪尻字西上野115番地１ TEL 0883−52−3301／FAX 0883−52−3387
徳島市山城西二丁目74番地 TEL 088−677−4511／FAX 088−677−6022
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